
収集日 ６月24日（金）

申込期間

申込先 役場住民福祉課 TEL44-2113

　粗大ごみ収集日と申込期間

６月14日（火）から

６月20日（月）まで

－ 税務職員を募集します －－ 税務職員を募集します －
　札幌国税局では、国税局や税務署で税のスペシャリストとして活

躍する税務職員を募集しています。

　2022 年度の採用試験の概要は、次のとおりです。

１　受験資格 高卒見込みの者及び高卒後３年を経過していない者

２　申込受付期間

①　インターネット

　　６月 20 日㈪～６月 29 日㈬　　

　　申込専用アドレス　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

②　インターネット申込みができない場合

　　第１次試験地を管轄する人事院地方事務局に

　　お問い合わせください。

　　※人事院北海道事務局　℡ 011-241-1248

３　第１次試験 ９月４日㈰

４　第１次試験合格者発表日 10 月６日㈭

５　第２次試験 10 月 12 日㈬～ 10 月 21 日㈮までのうち指定する日

６　最終合格者発表日 11 月 15 日㈫

【問合わせ先】余市税務署総務課　℡ 0135-22-2093

　　第１次試験地を管轄する人事院地方事務局に

℡ 011-241-1248

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
電
話
相
談
と
な
り

ま
す
。

【
申
込
・
問
合
わ
せ
先
】

余
市
町
役
場
　
総
務
課

℡
０
１
３
５

－

21

－

２
１
１
２

※
ご
利
用
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

 　
日
本
年
金
機
構
か
ら
の

　
お
知
ら
せ

令
和
４
年
５
月
よ
り
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
か
ら
国
民
年
金
手
続
の
電

子
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
方
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

簡
単
に
手
続
が
で
き
ま
す
。

・
申
請
に
は
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」

の
利
用
者
登
録
が
必
要
で
す
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
利
用
登
録
に

は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
受
け
取
っ
た

際
に
設
定
し
た
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要

で
す
。

【
問
合
わ
せ
先
】

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

℡
０
５
７
０

‐

0
0
3

‐

0
0
4

各
種
自
衛
官
等
を
募
集
し
ま
す

自
衛
官
候
補
生

陸
・
海
・
空
（
男

子
・
女
子
）
、
予
備
自
衛
官
補
（
一

般
・
技
能
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
資
格
等
の
詳
し
い
内
容
は

お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
わ
せ
先
】

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
小
樽
地
域
事
務
所

℡
０
１
３
４

－

22

－

５
５
２
１

　
無
料
法
律
相
談
所
開
設

次
の
と
お
り
無
料
法
律
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

◆
日
時　

６
月
15
日
㈬

　
　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

◆
定
員　

６
人

　　　　 ～ 現況届について ～

令和４年６月１日から児童手当の制度が一

部変更となります。

　これにより、町では、受給者の方々の負担

軽減のため、手当継続支給の要件が確認でき

ない方を除き、「現況届」の提出は不要とな

ります。

　「現況届」の提出を必要とする方には、担

当課より別途ご案内いたしますので、児童の

監護や保護、生計同一関係等必要事項をご記

入いただき、提出期限までに提出をお願いし

ます。

　　　　　　　　役場住民福祉課　℡ 44-2113

児童手当受給者の皆様へ児童手当受給者の皆様へ

労働保険のお知らせ労働保険のお知らせ
　令和４年度 労働保険（労災保険・雇用保険）　令和４年度 労働保険（労災保険・雇用保険）

の年度更新期間は、の年度更新期間は、

　６月１日（水）～７月 11 日（月）です。６月１日（水）～７月 11 日（月）です。

　最寄りの労働局・労働基準監督署・金融機関

で申告・納付をお願いします。

　<年度更新申告書は５月末頃に発送予定。>

　詳細につきましては、厚生労働省のホーム

ページでもご覧いただけます。
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火
災
の
記
録

火
災
の
記
録

　

明
治
か
ら
昭
和
中
期
に
か
け
て
、

各
地
で
火
災
に
よ
り
町
が
焼
け
た
記

録
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
（
２
０
１
８
）
の
「
消

防
白
書
」
よ
る
と
、
例
え
ば
「
大
火
」

(

※
注)

の
発
生
件
数
に
つ
い
て
は
、

２
０
０
０
年
代
に
全
国
で
１
件
の
み

だ
っ
た
の
に
対
し
、
１
９
５
０
年
代

に
は
16
件
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

後
志
管
内
で
は
、
昭
和
24
年
に
古

平
町
新
地
町
よ
り
出
火
し
、
７
２
０

戸
を
焼
い
た
古
平
大
火
や
、
焼
失

家
屋
約
３
，
３
０
０
戸
、
罹
災
者

１
万
６
千
人
余
り
の
被
害
を
出
し

た
、
昭
和
29
年
の
岩
内
大
火
が
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

戦
前
に
さ
か
の
ぼ
る
と
、
昭
和
７

年
に
余
市
町
沢
町
で
、
翌
昭
和
８
年

に
は
余
市
町
大
川
町
で
そ
れ
ぞ
れ

２
０
０
戸
以
上
が
焼
失
す
る
火
災
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

積
丹
町
に
お
い
て
も
、
規
模
の
大

小
を
問
わ
ず
、
火
災
の
記
録
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

明
治
28
年
８
月
25
日
の
「
小
樽
新

聞
」
に
は
、
野
塚
村
で
起
き
た
火
災

が
「
積
丹
の
大
火
」
と
報
じ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
積
丹
郡
野
塚
村
は
戸
長
役
場
所
在

地
に
し
て
、
俗
に
積
丹
と
呼
び
為
す

一
村
落
に
て
、
戸
数
僅
々
数
十
戸
な

る
が
、
一
昨
々
夜
同
村
に
て
は
目
抜

の
処
よ
り
出
火
、
延
焼

廿
に
じ
ゅ
う

七
戸
に

及
び
た
る
由

　

野
塚
村
の
内
、
27
戸
を
焼
い
た
火

災
は
、
「
大
火
」
と
表
現
さ
れ
る
ほ

ど
の
被
害
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
明
治
35
年
９
月
14
日
に
は
、

入
舸
村
の
火
災
も
報
じ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

積
丹
い
ろ
い
ろ

積
丹
い
ろ
い
ろ

ま
ち
の
歴
史
再
発
見
！

今月の担当は・・
　
積
丹
郡
入
舸
村
漁
業
家
齋
藤
丈
策

方
よ
り
、
一
昨
十
二
日
午
前
四
時
出

火
し
全
戸
焼
失
せ
り
、
同
家
は
郡
内

に
て
も
有
名
の
大
家
に
し
て
、
殆
ど

丸
焼
の
姿
な
れ
ば
其
損
害
少
な
か
ら

ざ
る
べ
し
と
い
う

　

齋
藤
丈
策
は
、
明
治
期
に
角
網
を

考
案
し
、
ニ
シ
ン
漁
の
発
展
に
大
き

く
貢
献
し
た
斉
藤
彦
三
郎
の
息
子
で

す
。
明
治
35
年
当
時
は
彦
三
郎
も
健

在
で
し
た
の
で
、
共
に
焼
け
出
さ
れ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

大
正
３
年
５
月
６
日
に
は
、
美
国

町
栄
町
よ
り
出
火
し
、
船
澗
の
大
半

と
小
泊
の
一
部
を
焼
く
火
災
が
発
生

し
ま
し
た
。
焼
失
家
屋
は
２
６
６
戸

と
記
録
さ
れ
、
町
役
場
や
病
院
も
類

焼
し
て
い
ま
す
。
明
治
42
年
の
美
国

郡
の
戸
数
が
８
８
０
戸
と
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
３
分
の
１
を
焼
く
大
規
模

な
火
災
で
し
た
。

　

直
後
に
、
美
国
町
中
心
部
か
ら
小

泊
方
面
を
撮
影
し
た
写
真
か
ら
は
、

耐
火
性
の
あ
る
石
蔵
以
外
の
建
物
が

ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
町
の
様
子

が
見
て
と
れ
ま
す
。

　

そ
の
23
年
後
の
昭
和
12
年
５
月
17

日
に
も
美
国
町
よ
り
出
火
し
、
西
南

の
強
風
に
あ
お
ら
れ
て
市
街
地
を
焼

き
、
美
国
派
出
所
、
美
国
漁
業
組
合
、

各
漁
場
を
含
む
73
棟
35
戸
が
焼
失
し

ま
し
た
。

　

同
年
５
月
19
日
の
「
小
樽
新
聞
」

で
は
、
次
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い

ま
す
。

教育委員会生涯学習課

文化財保護主事 阿
あ べ

部 剛
たけし

　
大
正
三
年
五
月
の
大
火
の
た
め
殆

ど
全
滅
、
自
来
今
日
に
い
た
る
ま
で

昔
日
の
お
も
か
げ
を
見
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
今
又
こ
の
災
厄
に
遭
っ

た
も
の
で
あ
り
、
又
今
春
は
数
年
振

で
春
鰊
漁
に
恵
ま
れ
ホ
ッ
と
一
息
つ

い
た
の
も
束
の
間
、
こ
の
大
火
に
会

遭
っ
た
罹
災
者
一
同
は
茫
然
た
る
も

の
で
あ
る

　

記
事
で
は
続
け
て
、
罹
災
者
は
美

国
座
、
丸
木
旅
館
、
観
音
寺
等
に
避

難
し
、
役
場
が
炊
き
出
し
を
行
っ
て

い
る
と
報
じ
て
い
ま
す
。

　

火
災
の
火
元
を
調
査
し
た
結
果
、

両
親
が
不
在
中
の
住
宅
で
、
子
供
が

松
の
皮
を
ス
ト
ー
ブ
に
た
き
つ
け
、

そ
の
火
が
柾
屋
根
に
燃
え
移
っ
た
こ

と
が
原
因
と
さ
れ
ま
し
た
。

（
※
注
）
建
物
の
焼
損
面
積
が

３
万
３
千
㎡
（
１
万
坪
）
以
上
の
火

災
。
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死亡交通事故 の日

1,0591,059日達成
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月
号

№
726

世帯数／1,045世帯（－２）

人　口／1,867人  （ー６）

　男　／  871人  （±０）

　女　／  996人  （ー６）

●転入／19人(＋15)●転出／23人(＋12)

●出生／０人(ー１)●死亡／２人(ー２)

令和４年４月30日現在､(　)内は前月比

ふるさと納税の状況ふるさと納税の状況 ご協力ありがとうございました　

《令和４年４月 30 日現在》

92 件 3,311,000 円

全国の皆様　

６月のこよみ
２㈭ ●日司・野塚小学校合同遠足

５㈰ ●余別小学校運動会

10㈮ ●美国小学校遠足

15㈬
●乳幼児健診・健康相談
 （9:30～　総合文化センター）

16㈭ ●びくに・みなと保育所合同「春の遠足」

21㈫ ●高齢者の運動教室「いきいきクラブ」
 （9:30～　総合文化センター）

－６月の俳句－
（美国踏青俳句会）

文芸だより

塩
振
っ
て
一
夜
ね
せ
を
く
桜
鱒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
田
智
世
子

藍
染
の
ス
カ
ー
フ
肩
に
あ
た
た
か
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
　
わ
子

や
り
烏
賊
の
耳
の
し
ば
ら
く
生
き
て
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸
来
　
和
子

老
夫
婦
ミ
ニ
こ
い
の
ぼ
り
か
ざ
り
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
岸
　
悟
郎

次
男
よ
り
レ
タ
ー
も
そ
え
て
胡
蝶
蘭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
谷
　
知
子

園
児
ら
の
小
さ
き
軍
手
や
山
笑
ふ
　
　
　
　
　
　
　 

　
　 

　
　
　
山
﨑
美
枝
子

小
女
子
漁
不
漁
の
親
方
無
口
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
井
　
新
一

沖
空
を
占
め
て
尾
を
ふ
る
こ
い
の
ぼ
り
　
　
　
　
　 
　 

　
　
　
　
板
垣
千
恵
子

子
ど
も
の
日
ま
ど
を
開
け
ば
そ
こ
に
は
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
出
　
潤
汰

※開催予定の行事については、新型コロナウイルス感染症の

　感染拡大状況により、中止又は延期となる場合があります。

交通安全はみんなの願い交通安全はみんなの願い

（ゼロ）

００

（令和４年５月１日現在）

慶 

弔 

録

お
く
や
み
（
死
亡
）

日（曜日) 医 療 機 関 名 住　所 電 話 番 号

５日（日） よ い ち 北 川 眼 科 医 院 余市町黒川町 22-1308

10 日（金）林 病 院 余市町山田町 22-5188

12 日（日）小 嶋 内 科 余市町黒川町 22-2245

19 日（日）池 田 内 科 ク リ ニ ッ ク 余市町黒川町 23-8811

26 日（日）黒川町整形外科クリニック 余市町黒川町 22-2447

６月の余市管内休日当番病院等

※受診される方は、あらかじめ病院等に電話確認をお願いします。

診療時間：午前９時～午後５時

　

善意に感謝します 社会福祉法人　積丹町社会福祉協議会

30,000円加　藤　悦　子　様（幌武意町）

加
藤
　
郁
夫
　
78
歳
　 

幌
武
意
町

𠮷
田
　
　
惠
　
84
歳
　 

余
別
町

◆　し尿収集の日程・６月　◆

日 (曜日 ) 地　区 日 (曜日 ) 地　区 日 (曜日 ) 地　区

１日㈬ 日司・入舸 14 日㈫ 柳町 22 日㈬ 西浦・東浦

３日㈮ 入舸・幌武意 15 日㈬ 西仲 23 日㈭ 東浦・栄町

６日㈪ 幌武意・婦美 16 日㈭ 西仲・山岸 27 日㈪ 栄町・小泊

７日㈫ 婦美・丸山 17 日㈮ 山岸・多茂木 28 日㈫ 寺町・小泊

８日㈬ 茶津・浜町 20 日㈪ 多茂木

13 日㈪ 浜町・中央 21 日㈫ 多茂木・西浦
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